
令和７年度 年間授業計画（東京都立科学技術高等学校） 
学科 学年 教科 科目 単位数 

創造理数科 1 理数 創造理数探究基礎 1 

  
１学期配当時数 ２学期配当時数 ３学期配当時数 計 

14 16 9 39 

  
使用教科書 

自校作成プリント 

  

教科の目標  
【 知 識 及 び 技 能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

対象とする事象について探究するために必要な知識及び

技能を身に付けるようにする。 

多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関する

課題を設定して探究し，課題を解決する力を養うとともに

創造的な力を高める。 

様々な事象や課題に向き合い，粘り強く考え行動し，課題

の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しよう

とする態度，探究の過程を振り返って評価・改善しようと

する態度及び倫理的な態度を養う。 

  

科目の目標  
【 知 識 及 び 技 能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

理科や数学に対する興味・関心を喚起し創造性を養う。基

礎的知識と自主的な学習態度を育てることにより未来の

科学技術者としての視野の広い課題解決能力と倫理観を

育成する。 

数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わ

せるなどして、探究の過程を通して、課題を解決するため

に必要な基本的な資質・能力を育成する。 

体験的な学習を充実させ、主体的に学習に取り組む態度

を育成するとともに、学ぶことの楽しさや成就感を体得さ

せる。 

  

■１学期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

ドラマケーションでクラスメイトとの相互理解を深める。 自己と他者に対する人間尊重の精神を踏まえ、より良

い人間関係を築き生きる力を育成 

出欠とプリント提出 
   

SSH合宿事前指導で、合宿で獲得すべき内容への理

解を深める。 

学ぶことの意義を考え、主体的に学び続けようとする

能力を育成 

出欠とプリント提出 
   

SSH合宿において、グループ活動における役割とリー

ダーシップについての理解を深める。 

グループで働くことの意義や、それぞれの役割につい

て理解を深めさせるともに、リーダーシップのあり方に

ついて考えさせる。 

出欠とプリント提出 
   

SSH合宿事後指導で、合宿で獲得した内容への理解

をさらに深める。 

校内において自らの体験活動における成果のまとめと

自己評価 

出欠とプリント提出 
   

企業等訪問事前指導で、各企業で学ぶ内容を理解す

る。 

学ぶことの意義を考え、主体的に学び続けようとする

能力を育成 

出欠とプリント提出 
   

プレゼンテーション研修で、プレゼンテーションの仕方

を理解する。 

（事前及び事後の指導を含む） 

科学未来館にてレゼンテーション研修を行う。プレゼン

テーションの技術向上を図る。 

振り返りと活動報告をまとめる。 

出欠とプリント提出 
   

  

■２学期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

全日空で、企業の最先端での技術の利用について知

る。 

施設訪問・見学・体験を行う。 出欠とプリント提出 
   

東京大学生産技術研究所で、大学の研究施設の様子

を理解し、研究することへの理解を深める。 

施設訪問・見学・体験を行う。 出欠とプリント提出 
   

大林組で、モノづくりの現場について理解を深める。 施設訪問・見学・体験を行う。 出欠とプリント提出 
   

企業等訪問事後指導で、各企業で学んだことを整理

し、共有する。 

校内において自らの体験活動における成果のまとめと

自己評価 

出欠とプリント提出 
   

３年生の課題研究発表会で、質問の仕方などを向上さ

せる。 

三年生の課題研究発表会の要旨を読み、質問ができ

るように調べる。また、プレゼンテーションの技術向上

を図る。 

    

  

■３学期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

２年生の課題研究発表会で、発表の仕方などを向上さ

せる。 

二年生の課題研究発表会の要旨を読み、質問ができ

るように調べる。また、プレゼンテーションの技術向上

を図る。 

出欠とプリント提出 
   

全体の振り返りで、来年度の本格的な研究活動に活用

するものを整理し、共有する。 

体験活動を終えての自己評価、自らの体験活動の成

果を報告書に整理する。 

出欠とプリント提出 
   

  


